中山間地域水田の高度利用における現状と課題 by Sakamoto, Hidemi
《H28 様式 乙２の１／Style Otsu 2-1》   
学位論文の要旨 
Abstract of Thesis 
 研究科 School 環境生命科学 
 氏 名 Name 坂本 英美 
 
 学位論文題目 Title of Thesis（英語の場合は和訳を付記） 
中山間地域水田の高度利用における現状と課題 


































《H28 様式 乙２の２／Style Otsu 2- 2》 氏名 Name 坂本 英美 
第２に，大豆単収への影響が大きい要因として物理性を高める「土改材・堆肥の投入」を行うとと
もに，「交互作・輪作」の工夫，「砂壌土」等の適地を選択しできるだけ集落の中央部での栽培を行い，
「一定の面積を栽培」し技術の習熟度を高めることが必要であることを示した。また，近年の作付体
系の先進事例として，麦・大豆２毛作を約５年と長期に継続した後に稲を作付する輪作経営の成立条
件を明らかにしたが，この先進事例の作付体系も，土壌の物理性を高める対策であるといえる。 
第３に主に水田の高度利用と収益を向上させるための新技術の導入効果を検討した。その結果，現
地圃場であっても圃場条件が適応する場合には，導入効果が顕著であることが明らかとなった。しか
し，一方で，多様な圃場条件を持つ中山間地域においては，その効果が低下することを示した。 
以上，本研究では水田高度利用に向けた方策を検討したが，今後の課題と方向として，以下のよ
うに結論づけた。 
第１に，主食用米中心の意識を変革するためには，転作物の技術が生産者にとって収益向上に繋が
る確信をもてる技術体系の提供が必要である。第２に，現状の新技術は圃場条件が適応する場合に
は高い効果がある反面，用水不足圃場や湿田圃場等，圃場条件によっては対応できない技術があり，
効果をもたらさないことがある。多様な圃場に対応するきめの細かい技術提供と普及制度が求めら
れる。それが前述した収益向上に繋がると確信の持てる技術になる。第３に，すでに近年では，条件
不利圃場の管理を別組織で行ったり，集落営農法人であっても条件不利圃場を耕境外にしている事
例が生じている。したがってこのような環境変化を前提とした技術体系の改良（可能な場合は大型機
械の導入・広域利用等）も今後視野に置く必要があると考えられよう。また，今後も一定程度残って
いくであろう多様な圃場に，ハード（技術）だけでなくソフト（制度等）の効果的で一貫性のある
支援が必要であり，両面のバランスをもった対応をいかにしていくかが課題である。  
 
 
